
『観光科学研究』の創刊にあたって

観光 のも ともとの意味 は 「国や地域の光 を観 て、そ こか ら優れた事象や現象 を学び とり、 自らの

知識や精神 を啓発 し高 めるこ と」 にあった。 同様に、 ツー リズム も地域や土地 を巡回 して新 しい も

のを見聞 し、 自らを啓発す ることを意味 していた。 しか し、 こ うした観 光や ツー リズムの視点や考

え方 は狭 く、形骸化す る傾 向にあ り、現代社 会においては よ り広 義に観 光や ツー リズム を捉 えるこ

とも重要 となってきてい る。

地域の資源や環境への理解 を よ り深 め、それ らを見直 し、保護保全 した り適正利用 した り、それ

らの多様 なコンテ ンツを コンテキス ト化す るための知識や技法 を学ぶ ことも、観 光や ツー リズムに

関す る研究 の肯繁 に当たるD具 体的 には、地域 の人 に とって住みやす い環境 を維持 しなが ら、そ こ

を訪れ る人 とともに楽 しみや安 らぎを共有 し享受 してい くた めに、い かなる研究や提案 が可能であ

るかを私 たちは議論 しなけれ ばな らない。都 市や農 山漁村、 さ らにL]岳 か ら平野、そ して河川や海

域に至るまで多様 な環境 にお いて、 ビジター とホ ス トの関係 は どの よ うに構 築 してい くのが望 ま し

いのかを議論す ることもまた重要で ある。 これ らの課題 は観 光や ツー リズムの研 究 として見落 とし

てはな らない ものであ り、それ ら課題の解 明は地域 の振興や活性化 に も貢献す るこ とになる。

当然 のこ となが ら、観 光 とツー リズ ムに関わ る事象や現象 は、地域や 土地の 自然環境や社 会 ・経

済環境 、お よび歴 史 ・文化環境や政治 ・政策環境 と関わ り合 いなが ら展 開 してい る。 また、それ ぞ

れ の環境 も相乗的 ・螺旋的 に連関 しなが ら、観 光 とツー リズムの事象や現象 に影響 を及 ぼ してい る。

分析 ・議論 が個別的 な研 究領域 に蛸壺化 していては、超複雑系の入 り組んだ事象や現象の1つ の側

面 を識別 しただ けで終わって しま うであろ う。 ゆ えに、われわれ が 目指す観 光科学 は観 光や ツー リ

ズムに関わ る事象や現象 を、諸環境 との関わ りの中で複眼的 な視点 をもって総合 的に捉 えなけれ ば

な らない。 これ が超複雑系 の事情や現象 の解 明を合理 的な もの とし、地域 の抱 えた諸 問題 を的確 に

理解 し対処す るアイデ ィアや術 を与 えるもの とな る。

この よ うな問題意識 に立脚 し、首都大学東京 の 自然 ・文化 ツー リズ ムコー スお よび観 光科学専修

は、観 光や ツー リズムの学府 として構想 され た。複数 の分野に跨 る研 究者が手 を取 り合 うこ とで、

学問 としていまだ体系だ った もの にな ってい ない観光学や ツー リズム研 究 に科学 の 目を与え よ うと、

私たちは考 えた。 目指 した ものは、既往の観 光学や ツー リズム研 究に最 も欠 けている観 光を科学的

に分析す る 目と分析す るためのテ クニ ックを研 ぎ澄 ます場 の構築 であ り、観 光学や ツー リズム研 究

を 『観光科学』へ と押 しあげ る最高学府 の創 造であった。 足かけ3年 に及 ぶ準備期 問 を経 て、その

成果 は自然 ・文化 ツー リズムコース と観光科学専修 とい う2つ の形 となって結 実 しよ うとしている。

多摩丘陵 を吹き抜 ける風に微 かな春 の気配 が混 じ り始 めた2008年 のいま、『観 光を科学す る』 こと

を 目標 とし、後進 に確 かな学 びの舎 を供す る理念 の下 に参集 した私 たちの確 かな決意 と情熱 、そ し

て研究対象へ 向けた科学の眼差 しを記録 に換 えてい くためのモ ニュメン トとして、ここに学術誌 『観

光科学研究』 を創 刊 した。

観光科学研究の柱は大き く3っ ある。っ ま り、 自然 ツー リズム学 と文化 ツー リズム学 、お よび観

光情報学である。 自然 ツー リズム学 と文化 ツー リズム学は、い わば観光科学研 究 とい う名の車 を前

進 させ てい く車の両輪であ り、観光情報学は 自然 と文化の ツー リズム学 を結びつ ける車軸 にあた る。

2つ の車輪 と1つ の車軸の どれ が欠 けて も、車が前へ と進 まない よ うに、観 光科学研 究は前進 しない。



自然 ツー リズム学 と文化 ツー リズム学、お よび観 光情報学 が1つ のセ ッ トになってこそ、観光科学

研究 の前進 は約束 され る。

自然 ツー リズム学 は地域 の資源や環境 に基づ く ソフ トツー リズ ムを対象 とし、エ コツー リズムや

ルー ラル ツー リズム な どの研究 がその分野の もの として周知 されてい る。首都大学 にお ける自然ツ

ー リズム学 は地理学 と生態学 のフ レー ム ワー クに準拠 しなが ら
、地域 の資源や環境の保全保護 と適

正利用 、お よびそれ らの調整 システ ム を研 究す るこ とに特徴 がある。 したが って 、私た ちの 目指す

自然 ツー リズム学は、地域 の資源や環境 を見直 しなが ら再編 し、そ の持続的 な利用や調整 を進 める

メカニズムや システム を明 らかにす ることに主眼 をお いて いる。そ して、私た ちの 自然 ツー リズム

学 の方法 は地理 学の地人相 関プ ロセ スや 生態学の遷移プ ロセ スな どの フ レー ムワー クを援用 した演

繹的 ・帰納的 なものであ り、それ は地域 の 「raisonsd'etre」や 「terroir」を解明するものでもある。

一方
、文化 ツー リズム学 は地域の資源や環境 を対象 とす るこ とは 自然 ツー リズム学 と変わ りない

が 、地域 の資源 のなかで も特 に建造文化 へ注 目す る点 に特色があ る。個々の建 造物 が対象 となる場

合 もある し、個 々の建 造物の集合体 としての街 並みが対象 になる場合 もある。 さらに、複数の街並

み を組み合 わせ た都 市の構 造や文化 も研 究の対象 とな る。 これ らの対象 を分析 ・議論す るフ レーム

ワー クは建築学や 土木 工学、お よび都市計画 な どの工学的な ものに準拠 してい る。 実際、私たちの

掲 げる文化 ツー リズム学には、地域の建造文化 的な資源 をどの よ うに保存 し活 用す るのかを策定 ・

計画す るた めの 「まちづ く り」や 「観光 まちづ く り」の科 目が含 まれてい る。 地域 資源 を定性的 ・

定量的 に捉 える技法や 地域 にお ける資源の 開発 、政策 の計画 ・立案 に必要なデー タ収集お よび分析

も、文化 ツー リズム学 には求め られ る。

一方
、 自然 ツー リズム学 と文化 ツー リズ ム学 とを結びつ け、観 光を科 学す るために必要不可欠な

役 割 を担 うのが、観光情報学 であ る。 地域や土地 には多種 多様 な資源や 環境 要素がランダムに分布

し、それぞれが独 自の性格(場 所性 、 ロカ リテ ィ)や 位置(サ イ ト、 シチュエー シ ョン)を もって

い る。 地域づ くりや地域 の観 光化 にあた って は、個 々の地域資源や環境 要素 の コンテ ンツを組み合

わせ て コンテ キス ト化 し、有意 な情 報 と して外部 に発信 しなけれ ばな らない。そ のよ うな地域資源

や 環境 要素の コンテ キス ト化 、お よび情報発信が 「観光 を科学す る」 当 コー スお よび専修の大 きな

特徴 の1つ となってい る。

観 光科学 の概念 がそ うである よ うに、『観光科学研究』 もこれ か らの雑誌であ る。観 光や ツー リズ

ムに関わ るあ らゆる事象や現象 を科学 の視線 で複 眼的 に捉 えて分析 し、観光や ツー リズムを科学 と

呼ぶ にふ さわ しい研究対象へ と昇華 しよ うとす るすべ ての人 々に、この雑誌 の門戸 は開かれている。

観 光を広義 に捉 え、それ に関す る さま ざまな問題 に学術的 ・学際的 な関心 を寄せ る皆様か らの意欲

的な投稿 を期待す る とともに、この雑誌が観光科学 の発展 に大 き く貢献す ることを祈念 したい。
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